
プロモーション

記者発表及び情報提供

■  概 要

 平成29年6月の第7回アフリカ開発会議横浜開催決定から、令和元年8月までに、57件の発表を行いました。

記者発表及び情報提供一覧

種別 日　付 タイトル

1

平成29年

記者発表 平成29年6月16日 第7回アフリカ開発会議の横浜開催決定！

2 記者発表 平成29年7月26日 アフリカのビジネスウーマンに横浜の女性活躍・起業支援施策を
紹介します！ ～日・アフリカビジネスウーマン交流プログラム～

3 記者発表 平成29年9月7日 コートジボワール・アビジャン自治区知事が横浜訪問 横浜・アビ
ジャンの交流協力共同声明を行います

4 記者発表 平成29年11月29日 アフリカの国ブルキナファソの魅力を知ろう！ ～「2017年 ブル
キナファソナショナルデー記念プログラム in 横浜」開催～

5 記者発表 平成29年12月1日 「アフリカとの一校一国」を実施します！ ～実施校と対象国
決定！～

6 記者発表 平成29年12月4日 マダガスカル共和国大統領夫人が富士見台小学校を訪問！ 
～「一校一国」がご縁となり、児童との交流が実現～

7 記者発表 平成29年12月7日 アフリカ各国大使の皆様がアフリカ開発会議開催地の横浜を訪問！
～横浜港や横浜赤レンガ倉庫等を視察～

8

平成30年

記者発表 平成30年1月16日 2019年、第7回アフリカ開発会議横浜開催 アフリカビジネス
セミナー参加者募集 キックオフ

9 記者発表 平成30年1月25日 第1回！廃棄物分野でアフリカの発展に貢献 廃棄物管理行政官
を対象に研修を実施します

10 記者発表 平成30年2月7日 コートジボワール経済インフラ大臣が横浜を訪問します！ ～アビ
ジャンの交通渋滞緩和に向け、横浜の道路交通分野の経験を紹介～

11 記者発表 平成30年4月27日
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会 横浜市がイス
ラエル国、チュニジア共和国のホストタウンとして登録されま
した！

12 記者発表 平成30年5月2日 コートジボワール・アビジャン自治区で都市課題解決に向けた
技術協力を実現 －道路・廃棄物管理・水道の3分野－

13 記者発表 平成30年5月7日
第7回アフリカ開発会議横浜開催 親善交流イベント開催！ 在京
アフリカ外交団と国会・市会議員チームによる親善サッカー試合及び
市内企業も参加する意見交換会を日産スタジアムで開催します！

14 記者発表 平成30年6月1日 はまっ子どうしを飲んで、アフリカ支援！ 「はまっ子どうし The 
Water」TICAD7ボトル 本日販売開始！

15 記者発表 平成30年6月22日 「アフリカのきれいな街プラットフォーム」 第1回年次会合が
モロッコにて開催

16 記者発表 平成30年7月3日 「アフリカのきれいな街プラットフォーム」 第1回年次会合にて
横浜での本邦研修を報告しました

17 記者発表 平成30年7月27日 第7回アフリカ開発会議の開催日程決定！

18 記者発表 平成30年7月30日
「アフリカのきれいな街プラットフォーム」第2回！横浜研修を
実施します アフリカ11か国から廃棄物管理部門の行政官がやっ
てきます！

19 記者発表 平成30年8月1日 第7回アフリカ開発会議 横浜開催連携事業 募集開始！
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種別 日　付 タイトル

20

平成30年

記者発表 平成30年8月16日 「第7回アフリカ開発会議横浜開催推進協議会」を設立します！

21 記者発表 平成30年8月21日
アフリカ7か国の女性企業家をお迎えし、「新興女性企業家フォー
ラム」を開催します！ ～日・アフリカビジネスウーマン交流プロ
グラム～

22 記者発表 平成30年8月31日
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会 横浜市がベナ
ン共和国、ボツワナ共和国のホストタウンとして登録されま
した！

23 記者発表 平成30年9月11日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 アフリカ開発セミナー
～学生と元青年海外協力隊員等が語る草の根の取組と今後の課題～ 
参加者募集！

24 記者発表 平成30年9月18日 TICAD閣僚会合サイドイベントにて横浜市の取組をPRします！
～アフリカのきれいな街プラットフォーム～

25 情報提供 平成30年10月1日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 アフリカ10か国と
フランスの記者がTICAD7に向けた横浜の取組を取材します！

26 情報提供 平成30年10月4日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 閣僚会合後共同
記者会見に関するご案内（10／7）

27 記者発表 平成30年10月7日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 河野外務大臣と
林市長がTICAD7公式ロゴを発表しました！

28 記者発表 平成30年10月18日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 会議まで300日！
カウントダウンボードを設置します！

29 記者発表 平成30年10月22日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 「アフリカ開発学生
会議in横浜」始動 ～TICAD7へ学生から政策提言を～ 参加学生 
募集!!

30 記者発表 平成30年10月31日 「野口英世フェア＆TICAD7スタンプラリー」を開催します！

31 記者発表 平成30年11月28日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 学ぼう！感じ
よう！“アフリカ”ビジネスセミナー＆体験型ワークショップを
開催します！

32 記者発表 平成30年11月30日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催プロモーション動画
「私とアフリカfrom Yokohama」みんなでTICAD7を盛り上げ
よう！アフリカの写真を大募集！

33 記者発表 平成30年12月4日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催「アフリカ開発学生
会議in横浜」 ～TICAD7へ学生から政策提言を～キックオフミー
ティングを開催します!!

34 記者発表 平成30年12月4日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 アフリカの国ブルキ
ナファソの魅力を知ろう！ ～「2018年 ブルキナファソナショナ
ルデー記念プログラム in 横浜」 開催～

35 記者発表 平成30年12月7日 第7回アフリカ開発会議横浜開催をより身近に ・小中学生向け
リーフレット完成！・くすのき広場に懸垂幕を設置！

36

平成31年
令和元年

記者発表 平成31年2月1日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 日本・アフリカビジ
ネスフォーラム&EXPO ジャパン・フェア 横浜市ブースへ出展す
る中小企業を募集します！

37 記者発表 平成31年2月6日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 アフリカ11か国か
ら廃棄物管理の行政官がやってきます！ 「アフリカのきれいな
街プラットフォーム」横浜研修

38 記者発表 平成31年2月22日
第7回アフリカ開発会議横浜開催 半年前企画 ・市営バスをラッ
ピング！TICAD7号が運行します ・「アフリカの子どもたちが描
く未来」展開催！
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種別 日　付 タイトル

39

平成31年
令和元年

情報提供 平成31年3月7日 「躍進する大陸・アフリカとの共創と協働」

40 記者発表 平成31年4月19日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 アフリカ応援＆
SDGs推進キャンペーン 協力企業を募集！

41 情報提供 平成31年4月25日 第3回野口英世アフリカ賞受賞者の決定について

42 記者発表 令和元年5月13日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 100日前イベント
を開催します！

43 記者発表 令和元年6月25日 『第7回アフリカ開発会議横浜開催推進協議会』第2回総会を開催
します

44 情報提供 令和元年6月25日 取材要項TICAD7に向けたボランティア・オリエンテーションの
開催

45 記者発表 令和元年7月5日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 一駅一国運動 
「アフリカトラベル・スタンプラリー」横浜市営地下鉄40駅で
開催!!

46 記者発表 令和元年7月5日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催50日前企画 「私と
アフリカ -from Yokohama-」 市民から集めた写真でPR動画が
完成!! -市内公共機関等のデジタルサイネージで投影-

47 情報提供 令和元年7月8日 アフリカ6か国の記者がTICAD7に向けた横浜の取組を取材し
ます！

48 記者発表 令和元年7月23日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）公式サイドイベント（シンポ
ジウム） 「女性と少女が変えるアフリカの未来」～ビジネスを通じ
た社会変革の可能性～ を開催します！

49 情報提供 令和元年7月25日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）の取材について

50 記者発表 令和元年7月26日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 アフリカ13か国か
ら廃棄物管理の行政官がやってきます！「アフリカのきれいな
街プラットフォーム」横浜研修

51 情報提供 令和元年7月26日
第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 「レッドカップ for 
AFRICA」でアフリカの学校給食を支援！～参加企業が売り上げ
の一部を寄付～

52 市長会見 令和元年7月31日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）横浜開催 「アフリカ月間
2019」が始まります

53 記者発表 令和元年8月16日 アフリカのビジネスウーマンに横浜の女性活躍・起業支援施策を
紹介します！ ～日アフリカ・ビジネスウーマン交流プログラム～

54 記者発表 令和元年8月23日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7） 横浜市関連プログラムに
ついて

55 情報提供 令和元年8月27日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）取材要領（公式行事及び配偶者
プログラム）について

56 情報提供 令和元年8月29日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）総理・横浜市長共催歓迎レセ
プションについて

57 情報提供 令和元年8月30日 第7回アフリカ開発会議（TICAD7）「横浜宣言2019」が採択され
ました。
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プロモーション

メディア広告

■ 概 要

横浜市の取組やアフリカとの交流を広く周知する
ため、新聞、テレビなどのマスメディアを通じて
国内外に発信しました。

■ 内 容

1　テレビ神奈川（tvk）・神奈川新聞特別企画
（1）�番組放送日時：平成31年3月20日（水） �

20時～20時55分　tvkデジタル3ch
　記事広告掲載日：平成31年3月28日（木） 
　神奈川新聞　全ページカラー

（2）�内容：地元メディアを活用し、テレビと新聞
のメディアミックスにより効果的な広報を展開
しました。
・市長メッセージ
・TICAD7概要
・市内中小企業のアフリカでの事業展開
・�「アフリカのきれいな街プラットフォーム」
横浜研修

　・「アフリカとの一校一国」
　　その他、関連イベント紹介等

（3） tvk：視聴可能人口 約1,981万人 
　神奈川新聞：発行部数 約186,000部
　（ブランケット判資料制作：3,000部）

2　毎日新聞（神奈川版・朝刊）
（1） 掲載日：令和元年8月1日（木）
（2） 内容：「アフリカ月間2019」
　TICAD7公式サイドイベント等
　全ページモノクロ

（3） 発行部数：約163,000部
毎日新聞朝刊（2019.8.1）
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3　The Japan Times　TICAD7特集記事
（1） 掲載日：令和元年8月27日（火）
（2） 内容：
　　・�市長挨拶
　　・�TICAD7に向けた横浜市の取組
　　　�（国際技術協力の拡大、ビジネス支援の強化、

女性の活躍推進、次世代育成・市民交流の
充実）

　　・�横浜プロモーション
（3） 本紙折込分：42,000部
　　会場周辺配布分：3,650部
　　�（TICAD7会場内のメディアセンター及び横

浜市内の主要ホテル、宿泊施設において配布
しました。）

4　イオンシネマサマーメッセージ広告
（1）掲出期間：�令和元年8月16日（金）～8月29日（木）
（2）�内容：映画館でTICAD7横浜開催のプロモー

ション動画（10秒）を放映しました。
（3）�期間中動員：41,717人

5　その他
　ベイシティマップやパシフィコ横浜クーポン
にTICAD7広告を掲載しました。

Welcome to Yokohama!

Accessing Yokohama
by Train

From Narita Airport: 90 min.
From Haneda Airport: 24 min.

From Tokyo Station: 26 min.

YokohamaYokohama
TokyoTokyo

Bienvenue à
         Yokohama!

Yokohama, a city where urban and historic views exist in harmony. Whenever you visit, you’ll find different charms
and attractions to cultivate your senses and excite your mind.

Yokohama is striving to be the top convention city. PACIFICO Yokohama, one of the 
city’s MICE facilities, has ranked first for more than 10 years running in Japan as hosting 
the greatest number of international convention participants. Furthermore, the 
multifunctional convention center North, featuring one of Japan’s largest multipurpose 
halls, will be opening in April 2020 as a new addition to PACIFICO Yokohama.

Sankeien Garden, a genuine Japanese-style garden, is beautifully maintained and 
serves as a fantastic showcase of historical architecture. 

   Instagram
＠findyouryokohama_japan 

Yokohama Visitors Guide
Website (English)PHOTO by Hideo Mori

Africa has seen remarkable development as 
a business partner with its abundant natural 
resources and growing population.

The city of Yokohama has become “the 
closest city to Africa” in Japan through the 
experiences of hosting the Tokyo Inter-
national Conference of African Develop-
ment (TICAD) twice in the past — in 2008 
and 2013. As the host city, Yokohama has 
actively shared its advanced infrastructure 
technology and know-how in urban devel-
opment with African countries while work-
ing to enhance mutual understanding.

Using the opportunity to host the devel-
opment conference once again this year 
from Aug. 28 to 30, Yokohama aims to fur-
ther strengthen Yokohama-Africa ties in 
three areas: technical cooperation; business 
and women’s empowerment; and next gen-
eration and people-to-people exchanges.

Technical cooperation
Having faced and overcome various urban 
challenges in the past such as a lack of infra-
structure as a result of rapid population 
growth, as well as environmental issues, 
Yokohama has been applying its acquired 
knowledge and skills to assist African coun-
tries, together with the Japan International 
Cooperation Agency (JICA).

One area of such technical cooperation is 
the improvement of water supply systems.

As of fiscal 2018, Yokohama had wel-
comed 574 waterworks professionals from 
47 African countries and also dispatched 
71 of its own officials to 13 African coun-
tries to provide technical assistance on 
waterworks. Since fiscal 2014, the city has 
been dispatching officials to Blantyre in the 
Republic of Malawi to support improving 
the water supply system in that country. 
From June this year, the Yokohama Water-
works Bureau is dispatching an official for a 
four-year period to Lilongwe in Malawi.

In addition to that, Yokohama Water Co., 
a subsidiary of the Yokohama Waterworks 
Bureau, has been conducting non-revenue 
water reduction projects in countries such 
as the Republic of South Africa and Republic 
of Rwanda.

Apart from such support for improving 

water supplies, waste disposal manage-
ment is another area where Yokohama is 
cooperating with African countries. Due to 
economic growth and rapidly increasing 
populations, demand for system improve-
ments has been on the rise.

Given the growing needs, Yokohama is 
actively accepting officials from those coun-
tries to visit waste disposal facilities and 
recycling plants in the city.

Under the African Clean Cities Platform 
(ACCP) framework launched in April 2017 
jointly by the Ministry of the Environment, 
JICA, the United Nations Environment 

Program and the United Nations Human 
Settlements Programme, Yokohama also 
conducts training programs to introduce 
waste disposal systems and technologies. In 
fiscal 2018, 24 people from 22 African coun-
tries visited Japan to participate in training 
programs. ACCP’s second general meeting is 
scheduled to be held in Yokohama on Aug. 
26 and 27, concurrently with TICAD 7.

In the areas of ports and harbors, Yoko-
hama annually accepts trainees from Afri-
can countries to introduce workings of the 
port of Yokohama, such as its maintenance 
and development, logistics efficiency and 
management and operation.

In fiscal 2018, 51 people from 19 African 
countries visited the port under the training 
program.

Business and women
Every year, Yokohama holds African busi-
ness seminars together with JICA and 
the Japan External Trade Organization to 
introduce businesses and the investment 
environment in Africa to local Yokohama 
companies.

Apart from Yokohama’s efforts on this, 
the Japanese government and JICA have 
also been welcoming talented African 
youth to Japan under the African Business 
Education Initiative for Youth (ABE Initia-
tive) scholarships. Launched in 2013, the 

initiative offers African nationals opportuni-
ties to study in undergraduate and graduate 
courses at Japanese universities, as well as 
work as interns in Japanese companies.

Yokohama has been supporting and 
encouraging local companies to use the 
initiative to offer young African nationals a 
chance to work as interns, as it could lead to 
the corporations gaining a foothold in Africa.

Women’s empowerment is another area 
the city has been making efforts in.

During a TICAD V session titled “Driv-
ing African Development Through Gender 
Equality and Women’s Empowerment,” 
where African leaders including President 
of the Republic of Liberia H.E. Ellen Johnson 
Sirleaf participated, Mayor of Yokohama 
Fumiko Hayashi proposed the creation of a 
women’s network in cooperation with JICA.

Since then, a total of 88 female entrepre-
neurs and government officials from 20 Afri-
can countries visited Yokohama through 
the end of fiscal 2018. During their stay, they 
exchanged opinions and deepened mutual 
understanding with female entrepreneurs 
in Yokohama.

Next generation
Yokohama is also working to nurture an 
understanding of Africa among the city’s 
next generation of youth.

One such example is the One School, 

One Country program. As of May 2019, 80 
elementary and junior high schools in the 
city and 34 African countries have partici-
pated in the program, which sees students 
learn about the cultures, histories and ways 
of life in Africa through cultural exchange 
events with the ambassadors of African 
countries.

University students have also been work-
ing to deepen their understanding of Africa 
through the Student Conference of African 
Development in Yokohama program in 
which students research and discuss issues 
currently facing Africa.

Having hosted TICAD twice in the past, 
Yokohama has worked to further deepen 
a sense of closeness to Africa among Yoko-
hama citizens, holding around 100 events 

where people can get a glimpse of African 
culture, people and society.

Under the slogan “Africa and Yokohama 
— Sharing Passion for the Future,” Yoko-
hama will continue its effort to contribute 
to Africa and the success of the develop-
ment conference.

Official TICAD side events
 0 “Unleashing the Power of Women and Girls 

in Africa” symposium
Date: Wednesday Aug. 28, 2-5 p.m. (Please 
register in advance)
Venue: Pacifico Yokohama  Exhibition Hall 
B02

 0 “Japan Africa Business Forum and Expo”
Date: Wednesday Aug. 28 to 30 (Friday)
Venue: Pacifico Yokohama Exhibition Hall D

Yokohama: Sharing passion for the future with Africa
FumIkO HAyAsHI
MAYOR OF THE CITY OF YOkOHAMA

Using the oppor-
tunities provided 
by hosting the 
fourth and fifth 
editions of the 
Tokyo Interna-
tional Conference 
on African Devel-
opment (TICAD) 
in 2008 and 2013, 

Yokohama has been steadily establishing 
partnerships with African countries.

Yokohama has applied its experiences 
and knowledge, as well as the advanced 
technologies of local companies to sup-
port the development of African cities 
in fields such as waterworks and waste 
disposal management. Furthermore, 80 
elementary and junior high schools in 
Yokohama are participating in a cultural 

exchange program called One School, 
One Country. The program has helped 
deepen children’s understanding of 
Africa.

Yokohama’s theme for TICAD 7 is 
“Africa and Yokohama, Sharing Passion 
for the Future.” This theme expresses 
Yokohama’s determination to create 
a future where it grows together with 
Africa through cooperation with the pub-
lic, private and academic sectors. The 
word “passion” refers to the driving force 
of Africa’s remarkable growth and devel-
opment, and is also an encouragement 
to the young people of Africa and Yoko-
hama, whose potential is unlimited.

We are honored that discussions 
about Africa’s future will be held here in 
Yokohama. The city of Yokohama will 
pursue all-out efforts to make TICAD 7 
successful and will continue its endeav-
ors to contribute to Japan-Africa technical 
cooperation and economic exchanges.

A city’s vision to support development

Participants take part in a technical training program on waste management systems in Yokohama.  CITY OF YOkOHAMA

A Yokohama official 
and his African 

counterparts con-
duct a water leakage 

inspection in the 
Republic of Malawi.   

CITY OF YOkOHAMA

Female entrepreneurs from Africa participate in the Japan-Africa Business Women Exchange 
Program.  CITY OF YOkOHAMA
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横浜市国際局

「アフリカ開発会議（TICAD）」が、
横浜に帰ってきます。
８月を「アフリカ月間2019」として、
横浜ではアフリカを感じるさまざまな
イベントを開催しています。
詳しくは、こちらまで。

TICAD７横浜開催
８月はアフリカが
いっぱい！

TICAD7　横浜

イオンシネマ サマーメッセージ広告
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■  概 要

　市民の皆様にTICAD7の概要及び横浜市が会議
開催支援において特に注力している取組、関連イベ
ント等を紹介しました。

■  内 容

1　平成31年3月号
　・�第12回アフリカンフェスティバルよこはま

2019

2　平成31年4月号
　・�TICAD7横浜開催100日前イベント
　・�1 day for Africa 2019
　・�ラッピングバス「TICAD7号」

3　令和元年8月号
　・TICAD7概要
　・「アフリカ月間2019」

プロモーション

広報よこはま

152019（平成31）年 3 月号

市役所市民情報セ
ンター、県内・都内
の書店ほかで販売

3月  2日
3月  9日
3月16日
3月23日
3月30日

※タイトルは変更になる場合があります。

知られざる横浜のすごい企業
ハマの商店街
ハマのヒーリングスポット
ハマの生活道具
ハマのじゃく

10：47～10：52頃
6：35～6：45

9：30～10：00
16：30～16：35（AM1422kHz）

ワイドFM91.6MHz
AM1134kHz

ワイドFM93.0MHz
AM1242kHz

ら♪ら♪ら♪
港北ニュータウン

横浜を感じるミニコラム

 『ホテルニューグランドの思い出』 山本 東次郎（能楽師）

　昭和22年6月8日、多摩川能楽堂で行われた銕
てっせんかい

仙会
の定例会が終わった夕方、11歳の私は父に言われる
まま、幌付きトラックの荷台に乗った。観世寿夫・
栄夫・静夫ご兄弟やお囃子方、能楽師の一行が向か
ったのは横浜にあるホテルニューグランド、進駐軍

の上官達とそのご夫人のために能楽鑑賞会が開か
れたのだ。狂言は「蟹山伏」。シテ（主役）の山伏は父、
強
ご う

力
り き

は内弟子の中島、私は蟹の精の役であった。
　終演後の立食パーティーには出演者一同も参加さ
せてもらった。肉あり魚あり、名前も知らない西洋
料理のご馳走が宴会場いっぱい、巨大な皿に山のよ
うに盛られている。目の眩むような光景であった。
敗戦からまだ2年、日本中が想像を絶するような飢
餓状態にあった。母が大事な着物を抱えてどこか遠
くの農家に出掛け、さつま芋と交換してリュックサ
ックに詰めて帰ってくるのを暗くなるまでじっと
待っていた時、こんな贅沢をしている人たちがいた
のだ。
　パーティー会場には中島に連れられて行ったが、
父がどうしていたか記憶にない。「ギブミーチョコ
レート！」と叫びなから進駐軍のトラックを追いか
けていく子どもたちを見て、「お前があんな真似を

したら許さん。俺は必ず扇一本で日本を救う」と言
っていた父であった。子どもや弟子にはご馳走を堪
能させながら、賑やかな会場の外で独り、日本の再
建に思いを馳せていたのではないか。
　クリームたっぷりのショートケーキと初めて飲
んだコーヒー、甘くて苦い思い出である。

　3月から4月は、引っ越しに伴う届出が集中します。混雑が予想さ
れる日を避けて手続してください。
　特に、3月25日（月）と4月13日（土）は最も混雑することが予想され
ますので、なるべく別の日を利用してください。

●区役所戸籍課開庁時間　
月〜金曜：8時45分〜17時　　第2・第4土曜：9時〜12時

　このイベントは、8月に横浜で開催される「第7回アフリカ開発会議」
の連携事業です。音楽やダンスなどア
フリカ文化に触れるステージやワーク
ショップ、マーケットやフードコートな
ど、子どもから大人まで、まるでアフリ
カを訪れたような交流や体験ができま
す。横浜でアフリカを満喫しましょう！ 

日　時 4月28日（日）、5月5日（日・祝）
 午後

費　用 無料　
人　数  各日47人（応募者多数の場合

抽選）
対　象  市内在住で、当日まで有効な

運転免許証かパスポート所持
の人（乳幼児や子ども含む）。

  未成年者は、20歳以上の人の
同伴が必要。車いすを利用の場合は介助者が同伴。見学時ベビー
カー不可。

申込期日 3月15日（金）（消印有効）まで
申込方法  往復はがきの往信面に、行事名（市民船内見学会）・希望日・応募

者全員（2人まで）の氏名（ローマ字）・性別・国籍・生年月日（西
暦）・パスポートまたは運転免許証の種類と番号・住所・電話番
号を記載し、返信面に当落通知の送付先を記載してください。

  ※ 応募は1人１通まで。ただし、実施日両方の応募は不可。
 ※参加者はキュナードメールマガジン会員に登録が必要。

申込先 〒231-0014 中区常盤町2-19 見学会事務局（株式会社旭広告社内）
当落通知時期 3月中旬から下旬まで

※当日の天候などにより、実際の窓口の状況と異なる場合があります。

住所変更手続は、引っ越しする区の区役所戸籍課登録担当で行
います。「マイナンバーカード」または「通知カード」を必ず持
参してください。

アフリカンフェスティバル
よこはま2019

大黒ふ頭客船ターミナル４月グランドオープン
客船「クイーン・エリザベス」船内見学会

日　時 4月5日（金）〜7日（日）11時〜19時（最終日は17時まで）
場　所 横浜赤レンガ倉庫1号館（中区新港1-1-1）
費　用 無料（ワークショップなど一部有料）

【この記事に関する問合せは】 見学会事務局へ 9時〜17時（土・日・祝休日を除く）
663-7267　 681-2695

開港160周年に客船「クイーン・エリザベス」が寄港！

山本東次郎さん：能楽大蔵流狂言方。
1937年5月5日、3世山本東次郎の長男とし
て生まれる。1942年「痿

し び り

痺」のシテで初舞
台。以後、狂言の伝承・普及に尽力。1972
年4世東次郎を襲名。1992年芸術選奨文
部大臣賞。1994年観世寿夫記念法政大学
能楽賞。2007年日本芸術院賞など受賞歴
多数。1998年に紫綬褒章。2012年には重要
無形文化財各個認定（人間国宝）。また、
2004年には山本東次郎家一門として、横
浜文化賞を受賞。

プロフィール
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【この記事に関する問合せは】 アフリカンフェスティバルよこはま実行委員会事務局へ
317-7890　 317-7643

【この記事に関する問合せは】
市コールセンターへ　 664-2525　 664-2828

春の引っ越しシーズンは
区役所窓口が大変混雑します

戸籍課登録担当の混雑予想カレンダー

「マイナンバーカード・通知カードの
住所変更手続」も行ってください！

引っ越しの
時は

３
月

月 火 水 木 金 土
11 12 13 14 15 16

閉庁日

18 19 20 21
閉庁日

22 23

25 26 27 28 29 30
閉庁日

４
月

月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

閉庁日

8 9 10 11 12 13

やや混雑 混雑 大変混雑

昨年の様子

写真提供：キュナード・ライン

広報よこはま平成31年3月号

●　　　　　　　　2019（平成31）年 4 月号4

　8月28日（水）～30日（金）、横浜で「第7回アフリカ開発会議
（TICAD7）」が開催されます。開催に向けて、市内各所でアフ
リカを感じる楽しいイベントを多数開催します。 

～今年の夏、TICADが横浜に帰ってきます～

2019年の横浜は
アフリカがいっぱいです！

【この記事に関する問合せは】国際局国際連携課へ　　 671-3813　　 664-7145

～みんなで育む  みどり豊かな美しい街  横浜～

第3期 横浜みどりアップ計画がスタート

【「横浜みどりアップ計画」全体に関する問合せは】環境創造局政策課へ　　 671-4214　　 641-3490
【「横浜みどりアップ計画」の各事業に関する問合せは】環境創造局みどりアップ推進課へ　　 671-2712　　 224-6627

横浜市役所は2020年に関内から北仲通りへ移転します

　横浜みどり税を活用し進めている横浜みどりアップ計画。平成21年度からスタートし、平成31年度か
らは第3期である「横浜みどりアップ計画[2019-2023]」がスタートしました。緑豊かな環境を将来に残す
ため、市民の皆さんと一緒に緑を守り、つくり、育てていきます。

　2017年８月から建設を始めた新市庁舎
は、2020年６月末の供用開始を目指して
工事を進めています。
　完成後は、みなとみらい線「馬車道駅」直結
となるほか、JR「桜木町駅」からは、新たにで
きる人道橋で新市庁舎に接続します。

【この記事に関する問合せは】総務局新市庁舎整備担当へ　　 633-3902　　 664-2501

歌って踊ろう！小中高生によるアフリカステージ開催！

アフリカ開発学生会議 in 横浜　最終セミナー

　小中高生によるアフリカとの交流についてのステージイベントや
絵画展示を行います。

開催日：5月19日（日）（絵画展示は5月18日・19日）
会　場：クイーンズスクエア横浜（西区みなとみらい2-3）

1階クイーンズサークル（ステージイベント）、2階クイーンモール（絵画展示）

　現在のアフリカが抱える課題を、大学生などが議論しTICAD7に向
け政策提言します。

開催日：5月20日（月）
会　場：パシフィコ横浜会議センター（西区みなとみらい1-1-1）

1 day for Africa 2019 体験・発見 アフリカ大陸
　アフリカの子どもの権利や福祉を考える日として制定された「アフ
リカ子どもの日」に、アフリカンダンスや手作り楽器のワークショッ
プ、ドローン体験など、アフリカやアフリカの子どもたちへの理解を
深めるイベントを開催します。

ラッピングバス「TICAD7号」運行！
　市営バスをTICAD7の公式ロゴなどでフルラッピングした
「TICAD7号」が、8月30日（金）
まで市内を走っています。

開催日：6月16日（日）
会　場：横浜赤レンガ倉庫1号館３階ホール（中区新港1-1-1）

市民とともに次世代に
つなぐ森を育む

市民が身近に
農を感じる場をつくる

市民が実感できる
緑や花をつくる 広報を行っています！

5か年の主な取組
●緑地保全制度による指定を進め、
　300haの樹林地を保全
●良好な森づくりの推進
●指定した樹林地における維持管理の支援
●森に関わるきっかけとなるイベントや
　広報を実施

5か年の主な取組
●水田の継続的な保全を支援
●さまざまな農園を開設するなど、
　農とふれあう機会を提供
●市民や企業と連携した地産地消の推進

5か年の主な取組
●地域で愛されている並木を再生
●地域緑のまちづくりや地域に根差した
　各区での取組を推進
●子どもを育む場所での緑の創出・育成を推進
●緑や花による魅力ある空間づくりを推進

計画の柱1 計画の柱2 計画の柱3
　多くの市民の皆さんに横浜
みどりアップ計画を知っても
らうため、交通広告や動画な
ど各種メディアを活用した
PRを行っています。また、計
画の概要版
リーフレッ
トも配布し
ていますの
で、ぜひ手
に取ってく
ださい。

●移転スケジュール
　移転は、2020年4月～6月末の間で段階的に
行います。市役所を利用する皆さんに不便を
かけないよう、各週末に移転を行う予定です。
　なお、2020年7月以降、全ての市役所業務は
新市庁舎で行われます。
　移転の詳しい内容は、今後広報よこはまな
どに掲載します。

●フロア構成
　1～2階に、アトリウム（屋根付き広場）や商業施設などが入
ります。3～8階は議会、9～31階は市役所として使用します。
　アトリウムは、3階吹き抜けの大空間で誰もが気軽に集い、
親しみ、憩えるよう、さまざまなイベントに活用され、横浜ら
しいにぎわいと
魅力を創出して
いきます。
　また、商業施設
には、レストラン
やカフェ、コンビ
ニなどが入る予
定です。

アトリウム完成イメージ

2019年3月現在

2020年
4月 6月末

工事 移転 2020年6月末
供用開始予定

TICAD7横浜開催100日前イベントTICAD7横浜開催100日前イベント

※開催時間や、そのほかのイベントについては、TICAD7横浜開催ホームページを確認してください。

TICAD7　横浜 検 索

区役所や市民情報センターなどで配布中

広報よこはま平成31年4月号

2 2019（令和元）年 8月号 ／ 横浜市版

　TICAD７開催に伴い、８月27日～30日は会場のパシフィコ横浜を中心としたみなとみらい地区周辺で、一時的に
交通規制が行われます。周辺では交通渋滞が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いします。

問合せ 神奈川県警察本部交通規制課　 211-1212　内線（5491,5492）

マイカー利用の抑制に
ご協力をお願いします

問合せ 国際局国際連携課　 671-3813 664-7145

　市民の皆さんから募集した写真
で、アフリカとのふれあいを表現す
るPR動画を制作しました。その動
画放映とパネル展示を行います。
【日時】９月８日（日）まで10時～18時

（最終入館17時30分）
【会場】JICA横浜3階展示室（中区新

港2-3-1）

　市営地下鉄の駅を巡るスタンプラリー！
各駅に設置されたアフリカ54か国のスタン
プを集めると、特製クリアファイルをプレ
ゼント。抽選でアフリカ関連グッズも当た
ります！
【開催日】8月31日（土）まで
【会場】市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン各駅

※このほか、市内各所で多彩なアフリカ関連イベントを開催します。
詳しくはホームページを確認してください。

アフリカン
フェスタ

アフリカン
マーケット
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　アフリカの音楽・ダンス・ファッションなど、アフリカの魅力に触れるイベン
トです。
【日時】8月24日（土）·25日（日）11時～18時
【会場】クイーンズサークル（西区みなとみらい2 -3クイーンズスクエア横浜1F）

　アフリカの雑貨やアートを集めたマーケットを開催します。
【日時】8月24日（土）·25日（日）11時～20時
【会場】クイーンモール（西区みなとみらい2-3クイーンズスクエア横浜2F）

　花絵師であり、サバンナ写真家の藤川靖彦氏が撮りためたアフリカの大地と
野生動物たちの作品を展示します。
【日時】8月18日（日）～30日（金）11時～19時
【会場】クロスパティオ（西区みなとみらい2-1-1 MM21グランモール公園1F）

　キャンペーン対象商品を買う
と、売上金の一部が寄付されます。
【開催日】8月31日（土）まで

　皆さんが食品ロス削減に取り組むことで、アフリカの子どもた
ちへ学校給食を届けられます。
　食品ロスに配慮したメニューをレストランで食べるほか、捨て
られがちな食材でレシピを作り、SNSに投稿
するだけで協力企業を通じて寄付されます。
【開催日】8月1日（木）～10月31日（木）

　日常生活の中でアフリカ支援やSDGs達成に貢献できる取組です。このキャンペーンを通じていた
だいた寄付は、WFP国際連合世界食糧計画のアフリカ地域における学校給食支援に役立てられます。

　「第7回アフリカ開発会議（T
テ ィ カ ッ ド

ICAD7）」が、8月28日～30日にパシフィコ横
浜で開催されます。アフリカを身近に感じてもらうため、TICAD7が開催され
る8月を「アフリカ月間2019」として、市内各所でさまざまなイベントが催さ
れます。

アフリカ開発会議（TICAD）とは
　日本政府が主導し、国連、世界銀行、
国連開発計画（UNDP）及びアフリカ
連合委員会（AUC）と共同で開催す
る、アフリカの開発をテーマとした国際会議です。
日本が主催する最大規模の国際会議で、2013年に
横浜で開催した第5回会議には、国家元首・首脳級
を含む約4,500人以上が参加しました。

アフリカ月間2019 検索

　会議開催中は、一般参加可能なイベントやセミナーなど
が開催されますのでぜひ参加してください。詳しくはホー
ムページを確認してください。 TICAD7横浜 検索

▲特製クリアファイル

ⓒWEP/Badre Bahaji

広報よこはま令和元年8月号

ホームページから
広報よこはま市版・各区版を
閲覧できます。

市政へのご提案は、「市民からの提案」と明記し、
住所・氏名・年齢・電話番号を書いて区役所へ。

人口：3,748,433人
世帯数：1,708,884世帯

(2019年7月１日現在 )☎664-2525 FAX:664-2828

callcenter@city.yokohama.jp

⃝紙面中、電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「045」です。⃝収集した個人情報や意見は「横浜市個人情報の保護に関する条例」に従い、目的の範囲内で適正に管理・利用します。

横浜市コールセンター
各種手続・窓口案内・市営交通の案内など 〈毎日 8 時～ 21 時〉

区役所の開庁時間

横浜市データ

広報よこはま 検索

2019（令和元）年
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アフリカと横浜、あふれる力でともに未来へ
　８月28日から30日にかけて、横浜で「第７回アフリカ開発会議」が開催されます。横浜は、2008年、
2013年と過去２回の開催をきっかけに、アフリカ各国との連携・交流を力強く進めてきました。
　急激な人口増加が続くアフリカは、インフラ不足や環境問題などの都市課題に直面しています。横浜市では、
都市づくりの経験やノウハウ、市内企業の優れた技術力を生かし、水道の整備や廃棄物管理など、アフリカの
都市の発展に協力してきました。また、アフリカ各国の大使などをお招きして、その国の文化や歴史について学ぶ
「アフリカとの一校一国」には、市内の80の小中学校が参加し、子どもたちのアフリカへの理解も深まっています。

　2016年にケニアを訪れた際には、アフリカ各国の皆さまから次々と「横浜で
素晴らしいおもてなしを受けた」「横浜市との関係を一層深めていきたい」など、
大変嬉しい言葉をいただきました。これまでの取組が実を結び、アフリカとの絆が
育まれていることを実感しています。第７回会議においても、オール横浜で会議の
成功をサポートし、日本とアフリカの技術協力や経済交流にも貢献できるよう
取り組んでいきます。
　目覚ましい発展を続けるアフリカは、ともに成長する未来をつくる私たちの大切な
パートナーです。会議の開催に合わせて、８月にはアフリカを学び、体感できるイベ
ントが数多く行われます。ぜひ、アフリカのダンスや音楽、食などの多様な文化に
触れ、アフリカの皆さまとの交流をお楽しみください。

◦平日８時45分〜17時（祝日・休日・12月29日から1月3日を除く）。※昼の時間帯はお待たせする時間が長くなる場合があります。
◦毎月第２・４土曜日9時〜12時（戸籍課・保険年金課・こども家庭支援課の一部の業務）。

ボツワナ共和国のンコロイ・ンコロ
イ大使と茅ケ崎小学校（都筑区）の

児童

５月19日「歌って踊ろう！小中高
生によるアフリカステージ開催！

」にて

8月28日（水）～30日（金）

広報よこはま令和元年8月号
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■  概 要

　外務省の招へい等により来日した、アフリカ各国
の報道関係者が横浜を視察・取材し、自国のメディ
アで報道しました。また、アフリカ記者による取材
の模様は、日本の新聞、テレビでも報道されました。

■  内 容

1	 TICAD閣僚会合に合わせ外務省が招へいした
アフリカ10か国とフランスからの記者団

（1）日時：�平成30年10月4日（木）�
10:00～16:30

（2）�招へい記者：11人
　�　招待対象国：エジプト、ガーナ、ナイジェリ
ア、タンザニア、ウガンダ、ザンビア、ジンバ
ブエ、コートジボワール、モーリシャス、セネ
ガル、フランス

（3）�内容：
　�　横浜市の取組説明、「アフリカとの一校
一国」交流校（横浜市立立野小学校、永田台
小学校） 取材、金沢資源選別センター取材

2　G20大阪サミット開催に合わせ外務省が招へい
した南アフリカ放送協会記者

（1）�日時：令和元年7月3日（水）10:00～14:30
（2）�招へい記者：3人
（3）�内容：
　�　国際局長インタビュー及びTICAD7開催
支援について説明、「アフリカとの一校一国」
交流校（横浜市立義務教育学校西金沢学園
小学部） 取材

プロモーション

海外報道関係者の視察・取材

立野小学校取材

永田台小学校取材

西金沢学園小学部取材
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3　TICAD7に合わせ外務省が招へいしたアフリカ
6か国からの記者団

（1）�日時：令和元年7月10日（水）12:00～16:30
（2）�招へい記者：6人
　招待対象国：�エジプト、エチオピア、ケニア、

セーシェル、ナイジェリア、�
モザンビーク

（3）�内容：
　�　千代田化工建設株式会社取材、「アフリカとの
一校一国」交流校（横浜市立梅林小学校）取材、
第11回水道技術国際シンポジウム展示会
イベント取材

4　TICAD7事前広報の一環で外務省が招へいした
ケニア人ブロガー

（1）�日時：令和元年7月23日（火）16：00～17：00
（2）�招へい者：1人
（3）�内容：
　�　アフリカ開発会議担当部長によるTICAD7
開催支援についての説明 梅林小学校取材

千代田化工建設（株）取材

ブロガーとアフリカ開発会議担当部長金沢資源選別センター取材
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■  概 要

　TICAD7横浜開催の広報物やPRグッズを作成
する際に、統一的なデザインのベースとなる
イメージイラストを作成し、ブランディングの
統一を図りました。

プロモーション

イメージイラスト

■  内 容

コンセプトとモチーフ
　デザインは、取組テーマである「アフリカと
横浜、あふれる力でともに未来へ」をコンセプト
とし、アフリカの民族的な幾何学模様をもとに、
横浜とアフリカを表現するモチーフを制作しま
した。
　横浜市の花「バラ」、「植物の緑、里山の山」、
「太陽」、「手をつなぎあう人」、「赤土の大地」、
「海の波」を喚起させるモチーフとなっています。

イメージイラスト

―バラを喚起させるモチーフ

―植物の緑、里山の山を喚起させるモチーフ

―太陽を喚起させるモチーフ

―手をつなぎあう人を喚起させるモチーフ

―赤土の大地を喚起させるモチーフ

―海の波を喚起させるモチーフ
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■  販売期間　　平成30年6月～令和元年8月

■  概 要

　イメージイラストと公式ロゴ入りラベルの
「はまっ子どうし The Water」TICAD7ボトルを
製造・販売しました。

プロモーション

「はまっ子どうし The Water」 TICAD7ボトル

ボトルの売上金の一部はアフリカ支援のために
JICA基金へ寄附されました。（寄附金額：50万円）

製造数：27,484ケース（1ケース24本入り）

■  実施主体		 横浜市

「はまっ子どうし The Water」 TICAD７ボトル

ボトルラベル 自販機へのポスター掲出
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■  概 要

　TICAD7横浜開催の関連情報を周知するため
ウェブサイトを立ち上げました。コンテンツの
充実とタイムリーな発信により、最新情報を多く
の方に届けました。

■  内 容

　日本語版と英語版、フランス語版を開設し、
TICAD7の開催概要をはじめ、横浜市内で行う
関連イベント情報や最新のニュース等を掲載し
ました。

開設：平成30年8月23日（木）
開設・運営：横浜市
総ビュー数：572,440ビュー（令和元年11月末現在）

プロモーション

ウェブサイト

ウェブサイト
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■  概 要

　アフリカ各国や横浜市のアフリカに関する取組に
ついて市民の皆様に関心を深めていただけるよう、
PRリーフレット（日・英・仏語）と小中学生向けリー
フレット、関連イベントガイドを作成しました。

■  内 容

1　PRリーフレット
　TICAD7の開催概要や、「横浜市の取組の3つ
の方向性」に沿った横浜市の取組等を紹介しま
した。

（1） 日本語版
仕様：A3二つ折り
配布：�各区役所、市立図書館、関連セミナー

会場、関連イベント会場など
発行部数：24,000部

（2） 英語・仏語版
仕様：A3二つ折り
配布：�閣僚会合、関連セミナー会場、関連イベ

ント会場など
発行部数：英語版、仏語版各3,000部

2　小中学生向けリーフレット
「知ってみよう！ふれてみよう！アフリカのこと」
内容：�小中学生に楽しく分かりやすくアフリカ

について知ってもらうため、地図やイラ
ストを使ってアフリカを紹介しました。

　　　・アフリカ大陸マップ
　　　・�クイズ「アフリカのこと、どのくらい

知っているかな？」
　　　・�ことば「スワヒリ語で話してみよう！」
仕様：A3二つ折り
配布：�私立を含む全市内小中学校等及び特別

支援学校（小学4年生から中学3年生）、
関連イベント会場など

発行部数：230,000部

プロモーション

リーフレット

3　関連イベントガイド
「横浜でアフリカに出会おう！
YOKOHAMA MEETS AFRICA！」
内容：�アフリカを感じ、味わい、考える

イベントなど、市内各所で開催される
TICAD7横浜開催関連イベントを
紹介しました。

仕様：A3二つ折り
配布：�各区役所、市立図書館、関連イベント

会場など
発行部数：�平成30年度版、令和元年度版

各7,000部

PRリーフレット

小中学生向けリーフレット

関連イベントガイド（令和元年度）
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■  概 要

　会議開催をPRするため、様々なグッズを制作し、
イベント等で配布しました。

制作物：�ペン、付箋、メモ帳、うちわ、ウェット
ティッシュ、コースター、缶バッジ、�
バッグ、シール

プロモーション

PRグッズ

PRグッズ

PRグッズ
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■  概 要

　TICAD7横浜開催の周知と、アフリカに対する
横浜市の取組について、市民の皆様に理解を深めて
いただくため、パネルなどの掲示物を作成し、関連
イベント等で活用しました。

■  内 容

1　パネル
（1）仕様：�A1サイズ（日本語6枚組と4枚組、�

英語4枚組）
（2） 掲示場所：各種イベント会場等

2　ポスター
（1） 仕様：B1、B2
（2）配布先：�関連イベント会場、市内公共機関、

市内交通機関等

3　のぼり旗
（1） 仕様：600×1,800mm
（2） 掲出先：市内関連イベント等にて活用

4　横断幕
（1） 仕様：3,600×600mm
（2） 掲出先：市内関連イベント等にて活用

5　TICAD7PR動画
（1） 仕様：15秒
（2） 放映場所：�市内交通機関、関連イベント会場、

区役所等

6　ステッカー
（1） 仕様：70×70mm
（2） 配布先：市内自動販売機に貼付

7　カウントダウンボード（日めくり）
各種イベント、市民広間展示等での掲出

プロモーション

パネル、ポスター等

日本語6枚組パネル-1

日本語6枚組パネル-2
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市民広間での展示の様子 市民広間での展示の様子

日本語6枚組パネル-5

日本語6枚組パネル-6

日本語6枚組パネル-4日本語6枚組パネル-3
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■  概 要

　会議開催を広く周知し、機運を高めるため、市内
交通機関と連携し、効果的なプロモーションを行い
ました。

■  内 容

1　ラッピングバス「TICAD7号」
（1）期間：�平成31年2月25日（月）～�

令和元年9月6日（金）
（2）内容：�横浜市営バス浅間町営業所所管の路線

の1台をフルラッピング

2　特別電車 「TICAD7号」
（1）期間：令和元年8月7日（水）～8月30日（金）
（2）車両：�横浜市営地下鉄ブルーライン�

（1編成6両）
（3）内容：�すべての中吊り広告面に、アフリカトラ

ベル・スタンプラリーのポスターを掲出
し、車内ビジョンで、TICAD7PR動画
と、市民から募集した写真で制作した
「私とアフリカ-from Yokohama-」の
動画を放映しました。

3　デジタルサイネージ
（1）期間：令和元年8月1日（木）～9月1日（日）
（2）場所：�みなとみらい線（ホームドア、駅構内）、

市営地下鉄（ブルーライン、グリーン
ライン）車内、市営バス車内、JR桜木町駅

プロモーション

交通機関でのPR

ラッピングバス「TICAD7号」

特別電車「TICAD7号」

特別電車「TICAD7号」
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デジタルサイネージ（みなとみらい駅）

デジタルサイネージ（みなとみらい駅）

デジタルサイネージ（ホームドア）
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■  概 要

　会議開催の機運向上と、アフリカ各国からの来訪
者へのおもてなしのため、市内各所においてフラッ
グや横断幕、懸垂幕等によるまちの装飾を実施しま
した。会議開催時には桜木町駅からパシフィコ横浜
まで街全体で会議参加者を歓迎しました。

■  内 容

1　みなとみらい21地区
（1）期間：�平成31年2月15日（金）～�

令和元年9月2日（月）
（2）内容
ア　バナーフラッグ
　　�　グランモール公園、JR桜木町駅前広場、

動く歩道、クイーンモール、みなとみらい駅
改札、国際大通り、けやき通り、クイーン
モール橋、パシフィコ横浜プラザデッキ

イ　横断幕
　　�　動く歩道入口、パシフィコ横浜
ウ　懸垂幕
　　�　クロスゲート
エ　ポスター
　　�　みなとみらい駅階段集中貼り、横浜駅

みなみ通路及びきた通路、みなとみらい線
各駅等

オ　フォトスポット
　　�　クイーンモール
カ　花壇
　　�　パシフィコ横浜、JR桜木町駅前広場（アフ

リカ原産の花を植えました。）

2　市庁舎周辺地区
（1）期間：�平成30年12月10日（月）～�

令和元年8月31日（土）
（2）内容：
　くすのき広場懸垂幕、市庁舎前懸垂幕、駅前
大看板、バナーフラッグ

プロモーション

まちの装飾

みなとみらい21地区懸垂幕

市庁舎周辺

みなとみらい21地区バナーフラッグ

みなとみらい21地区フォトスポット
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■  日 時	 平成30年11月1日（木）
12:30～12:45

■  概 要

　300日前イベントとしてカウントダウンボード
を設置し、除幕式を行いました。

■  会 場	 JR桜木町駅前広場

■  主催等

主催：横浜市
協力：外務省
　　　駐日アフリカ外交団（ADC）
　　　日本アフリカ友好横浜市会議員連盟

プロモーション

カウントダウンボードの設置（300日前イベント）

除幕式

■  参加人数		 約100人

■  除幕式の参加者

来賓：�紀谷 昌彦　外務省アフリカ部参事官・
TICAD担当大使

　　　�アホメド・アライタ・アリ　駐日アフリカ外交
団副団長・駐日ジブチ共和国大使

　　　山口 正宏　横浜商工会議所国際部長

　　　朝熊 由美子　JICA 横浜所長

　　　松本 研　横浜市会議長

　　　�佐藤 祐文　日本アフリカ友好横浜市会議員
連盟会長

横浜市：渡辺 巧教 副市長
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